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７月は 　　　　　　　　　　　
強調月間・再犯防止啓発月間です
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“ ”“社会を明るくする運動”

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
　国内で検挙された人の約半数を過去に罪を犯した人が占めている現状があります。犯罪や非行をしたことで、
社会の中で孤立し、それによって再び罪を犯すケースが後を絶ちません。犯罪や非行に陥る人を減らすために
は、仕事、住居、福祉などの地域に根ざした支援が必要とされています。
　またそれ以上に、過ちを犯した人を地域の中に受け入れ、見守り、支える、地域に暮らす人たちの温かいまな
ざしが重要です。
　犯罪のない安全で安心な明るい社会を実現するため、立ち直りを支援する輪を広げていくこと。これが“社会
を明るくする運動”のめざす未来です。この全国的な運動は、今回で75回目を迎えます。
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　犯罪や非行をした人たちの出所後の生活に寄り添い、更生を支える保護司の皆さん。立ち直りを近くで見守り、
どのような思いで活動されているのでしょうか。城東区の更生保護団体の代表の４名の方にお話を伺いました。
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　社会を明るくする運動のイベントに参加することで、罪を償って立ち直ろうとしている人たちや更生保護ボ
ランティアの方々の活動を知っていただくことができ、立ち直りを支援することにもつながります。
　保護司会では、区役所庁舎に懸垂幕やのぼりを掲出、また各中学校校門前で朝のあいさつ運動を行う
ほか、次のとおり街頭啓発を行います。
と　き：７月６日（日）10：00～
ところ：ライフ・コーナン関目店前、コノミヤ鴫野店前

保護司としてのやりがいとは？
　非行や犯罪に向かう青少年の多くが、「自分の居場所がな
い、見つからない」と感じています。保護観察を受けている人が
立ち直り、社会復帰するには、その居場所を見つけ、規則正し
い生活リズムで毎日を過ごせるよう支援をするのが保護司で
す。そのためには、定期的に面談を行い、信頼関係を築くこと
が大切です。なかなか上手くいかないときもありますが、順調
に生活や就労する姿を見たり聞いたりするときほど、保護司と
してのやりがいを感じます。
　例えば、担当していた若者と偶然道で会ったときのことで
す。元気に挨拶をしてくれ、国家試験にみごと合格したと教えて
くれました。彼の人生の再出発と転機に関わることができたと
実感した経験です。

今後の課題と力を注いでいきたいこと
　現在、城東地区保護司会には57名
の定員に対して51名の保護司が在籍
しており、在籍率平均90％を誇ります。
しかし、全国的に保護司の高齢化が進
み、城東区の保護司も例外ではありま
せん。次世代の担い手の発掘が一番
の課題といえます。
　また、1日でも早く立ち直り、社会へ

 予告
第75回社会を明るくする運動記念事業 ～Time with Hope 「進む、希望とともに。」 ～を開催します！  
詳しくは、ふれあい城東8月号をご覧ください。
と　き：9月6日（土）14：00～15：30（開場13：30）
ところ：区民センター2階  城東スギタクレストホール（中央 3-5-45）

啓発活動

保護司
　犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支えるボラン
ティアです。地域の人々や事情等をよく理解しているとい
う特性を生かし、保護観察官と協働して、保護観察を受
けている人の立ち直りを支援する「処遇活動」と、地域の
方々に立ち直り支援への理解と協力を求める「地域活
動」の２つの活動を主に行っています。

城東地区更生保護サポートセンター

更生ペンギンの
サラちゃん、ホゴちゃん

立ち直りを近くで見守る「保護司」

城東地区保護司会会長 松岡 正人さん　保護司歴27年
まつおか まさと

城東区更生保護女性会

芳浦 喜子さん
よしうら よしこ

　私たちは、「ほってお
けない」「何か力になり
たい」という気持ちの
もと、人に寄り添い、誰

一人取り残すことなく更生の後押しを
していきたいと考えています。
　同じ更生保護に携わる他団体の
方々のお手伝いをさせていただきなが
ら、安心安全な地域社会、笑顔で暮ら
せるまちづくりに向けて、共に活動を続
けたいと思っています。

　私たちは、非行少年
や社会に適応できな
い等の悩みを抱える
少年とともだちとなる

ことを通して、彼らの自立を支援する「と
もだち活動」や、少年たちの犯罪予防活
動に取り組んでいます。
　犯罪や非行をする人を生み出さない
家庭や地域づくりに微力ながらお手伝
いをさせていただいておりますので、ご
支援ご協力をよろしくお願いいたします。

　私たちは、犯罪や非
行をした人たちの自立
および社会復帰に協
力し、手を差し伸べよ

うとする民間の事業主の会です。城東
区内に拠点を置く協力雇用主が一体と
なって、城東地区保護司会や他団体と
連携し、城東区内の就労支援を充実さ
せることにより区内の再犯防止をより一
層進め、地域の安心安全なまちづくり
に貢献して参りたいと考えております。

城東地区BBS会

奥田 英織さん
おくだ ひでお

城東地区協力雇用主会

松原 勇樹さん
まつばら ゆうき

保護司歴６年
南後 律子さん

りつこなんご

おしえて！ 保護司さん
Q保護司になったきっかけは
A先輩保護司に勧められました。
Qこれまでの経験で、保護司の活動に役立っているこ
とはありますか
A小学校で学校司書をしていた８年間、卒業生には
「今まで多くの人に見守られてきました。これからは
皆さんが地域を見守る人になってください」と言葉を
かけてきました。地域を愛する気持ちが非行を減ら
すことができると思っています。

復帰するために励む青少年
をサポートする役割は、保護
司だけではなく、地域をはじ
めとする社会と人が寄り添
い、受け入れるシステムの構
築が必要ではないでしょう
か。ときには家族や友人のよ
うに接しながら、立ち直り社
会復帰できるような支援が
できる温かい地域づくりをめ
ざしていきたいです。それが、
再犯防止と更生支援につながると信じています。

区民の皆さんへ
　保護司とは、犯罪や非行のない社会や明るい地域社会の
実現に向けてお手伝いしていることを多くの人に理解していた
だきたいと願います。
　また、“社会を明るくする運動”が、75回という節目の年で
す。その記念事業が、9月6日（土）に区民センターで開催され
ます。詳細は後日お知らせいたしますが、この運動についてわ
かりやすく、誰でも参加しやすい記念事業として開催します。区
民の皆さん、ぜひご参加ください。
　そして、保護司の活動に興味のある方、社会貢献を考えてい
る方は、気軽にお声がけください。お待ちしています！

▲街頭啓発 ▲のぼり ▲中学生から応募いただいた
　啓発標語（区役所1階）

▲城東まつり

会長 会長 会長

Qあなたにとって、理想の保護司像とはどのようなも
のですか
A保護司も罪を犯した人も一人の人間、人間同士向か
い合って寄り添うことが大切だと思います。

Q今後の目標を教えてください
Aいつでも近くで見守っているよ、話を聞くよ、応援し
ているよ、という気持ちをもって接していける保護司
になりたいです。

　企画調整保護司が駐在し、保護司に対する支援や
犯罪予防活動を行う拠点、また地域における更生保
護の拠点として開設されています。
【ところ・問合せ】
城東地区更生保護サポートセンター（中央1-6-21）
　  　6935-5665


